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狛江市狛江市地域の地域の地域地域課題検討会課題検討会
≪主催者説明≫

H20.3.23,24

②今後の進め方について

※ロゴマークは地域課題検討会に参加する“人”をイメージしています

③地域課題検討会の進め方について

①外環の現状について
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「外環」の全体計画と幹線道路網「外環」の全体計画と幹線道路網

①外環の現状について

東京外かく環状道路は都心から15km圏を結ぶ、全長約85kmの環状道路

■整備状況

１．湾岸道路（市川）～常磐道（三郷） 20km
事業中16km（三郷南IC～高谷JCT）国道部一部開通
開通済 4km（H17.11三郷IC～三郷南IC）

２．常磐道（三郷）～関越道（練馬） 29km
開通済（H4.11和光IC～三郷IC、H6.3大泉IC～和光IC）

３．関越道（練馬）～東名高速（世田谷） 16km
H19.4都市計画変更

４．東名高速（世田谷）～湾岸道路 20km
調査中
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大 泉 J C T
中央JC T

東名J C T

ＮＮ

路線の概要路線の概要

目白通りIC

青梅街道 I C

東八道路IC

○○JCT

○○IC

ジャンクション：高速道路と高速道路をつなぐ施設

インターチェンジ：一般道から高速道路への出入り口

ＪＣＴ・ＩＣ名は仮称です

①外環の現状について
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参参考考((旧都市計画旧都市計画))

高架構造

路線の基本的な構造路線の基本的な構造

現都市現都市計画計画

トンネル構造

①外環の現状について
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沿線地域の環境について沿線地域の環境について

• 地盤沈下
• 動物･植物･生態系
• 景観
• 日照阻害

○総合評価 環境影響の程度は小さいと考えられ、実行可能な
範囲で回避または低減している

• 大気質
• 騒音･振動･低周波音
• 水循環･地盤沈下
• 地形及び地質

○予測評価項目

■沿線地域の環境に配慮し、トンネル構造を採用

• 地上の影響範囲を極力減少
• 車からの騒音、振動等の影響を最小限に抑制
• 車からの排気ガスをトンネル内及び換気所でできる限り処理

• 電波障害
• 史跡・文化財
• 人と自然とのふれ
あいの活動の場

• 廃棄物等

■環境への影響について、予測評価を実施

外環を整備することによる環境への影響について、現地調査の結果をもとに、予測
評価を行い、必要な環境保全対策の検討を実施

①外環の現状について
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これまでのこれまでのPIPI（市民参画）の取り組み（市民参画）の取り組み

PI外環沿線協議会

PI外環沿線会議 オープンハウス

沿線区市長意見交換会

ホーム
ページ

みなさんの声

•PI委員の方にご協力頂きながら、地元との話し合いを
６年間にわたって開催、意見を聴取（「たたき台」以降）

①外環の現状について
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狛江市周辺の計画狛江市周辺の計画

世田谷区

世田谷区

世田谷区

狛江市

調布市

狛江第五小学校

狛江第四中学校

至大泉JCT

野川

小
田
急
小
田
原
線

野川

野川

世田
谷通
り

明正小学校

砧中学校

砧小学校
東横学園小学校

武蔵工業大学付属
中学校・高校

水
道
道
路多摩堤通り

喜多見小学校

東
名
高
速

至 郊外

東名ジャンクション（仮称）

野川

①外環の現状について

喜多見駅

成城学園前駅

狛江市
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狛江市周辺の航空写真狛江市周辺の航空写真

世田谷区

世田谷区

東
名
高
速
道
路

多摩堤通り

大六天神社

東京日
産自動

車教習
所

慶元寺

次太
夫堀
公園

砧 中

砧 小

科学技術学園

東横学園小

武蔵工大付属中高

東宝スタジオ

世
田
谷
町
田
線
（世
田
谷
通
り
）

世
田
谷
通
り

国本女子
小中高

小
田
急
小
田
原
線

喜多見駅

成城学園前駅

小
田
急
小
田
原
線

世田谷区

喜
多
見
保
育
園

排
水
調
整
所

さ
く
ら
児
童
館 明正小

喜多見小

小田急電鉄喜多見電車基地
区立きたみ
ふれあい広場

成城郵便局

NTT東日本
研修センター

成城ゴルフ＆
テニスクラブ

狛江五小

狛江四中

氷川神社

調 布 市

神明の森みつ池

喜多見不動尊

野川

至大泉JCT

①外環の現状について

狛江市

狛江市
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東名東名JCTJCT

喜多見小学校喜多見小学校

外環道・外環道・
至至 東八道路東八道路ICIC

換気所換気所
東名高速道・東名高速道・
至至 東京東京ICIC 東名高速道・東名高速道・

至至 東名川崎東名川崎ICIC

砧小学校砧小学校

（参考）東名ＪＣＴ（仮称）の完成イメージ（参考）東名ＪＣＴ（仮称）の完成イメージ

Ｎ

①外環の現状について
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狛江市周辺の構造狛江市周辺の構造

トンネル構造

○構造：

大深度を活用した
トンネル構造

○大深度地下とは

１）考え方

通常利用されない空間が大深度地下

（外環の計画区間は、現段階では地下４０ｍ以深のこと）

２）メリット

・事業期間の短縮や、計画的な事業の実施が可能
・地表や浅い地下に比べ地震の影響を受けにくい
ため、安全性が向上

・地上で事業を実施する場合と比較して、騒音の減
少、景観の保護等、地上の都市環境の保全に寄与

３）補償の考え方

通常は補償すべき損失が発生しないと考えられるため、
対価補償は発生しない
ただし、井戸等の物件が既に設置されている場合は、こ
れを明け渡して頂くために通常生じる損失について補償
させて頂く

①外環の現状について
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経緯と今後の進め方経緯と今後の進め方 資料：「外環ジャーナル」２８号より

②今後の進め方について
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手続き上における現在の位置づけ手続き上における現在の位置づけ

• 平成１９年４月、地下構造で「都市計画」決定
• 平成１９年１２月、国幹道法※に基づく「基本計画」決定

• 高速自動車国道法に基づく「整備計画」を策定
※概算工事費や施行主体等の決定

• 道路の詳細な構造、具体的な環境対策などについて
検討

今後…

道路の区域、種別、構造等が決定

※国土開発幹線自動車道建設法

②今後の進め方について
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•これまで・・・
地域のみなさんや市長から、環境対策やトンネルの安全性など、事業を
行う上で検討すべき課題があげられています。

•今後は・・・
まず課題の整理を行います。

次に課題に対する対応の方針を定めます。
(平成20年夏を目途）

沿線地域の懸念や課題について、地域の方々の意見や考
え方を整理するため、『地域課題検討会』を設置します。

「地域課題検討会」「地域課題検討会」の設置の設置

②今後の進め方について
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●グループ毎に課題を議論

●幅広く多様な意見を整理

●進行役（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）による進行

地域課題検討会の地域課題検討会の運営運営

進行役
（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）

意見の
整理

グループ討議

討議状況

③地域課題検討会の進め方について
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進行役の役割進行役の役割((案案))

・本人の意見、見解
等は述べない

・特定の利害を代表
しない

•検討会の目的にあった議事
進行、書記、とりまとめ
•時間管理
•意見の掘り下げ※など

進行役の役割 進行役に求められるもの

中立性･
独立性保持

③地域課題検討会の進め方について

※理由や背景まで含めて、具体的かつ詳細
に考えを伝えていただくためのお手伝い


